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【公開日】平成23年11月17日(2011.11.17)
【年通号数】公開・登録公報2011-046
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【国際特許分類】
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【ＦＩ】
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【手続補正書】
【提出日】平成25年2月1日(2013.2.1)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　消費電力を抑える省電力モードが設定でき、特定状態で特定時間が経過すると省電力状
態に遷移する、携帯電話機であって、
　前記省電力モードにおいて、前記省電力状態に遷移させるための時間を第１設定時間と
して記憶する第１記憶部、
　任意に設定された時間を、前記省電力状態に遷移させるための第２設定時間として記憶
する第２記憶部、
　前記省電力モードが設定され、さらに前記特定状態のとき、前記第２設定時間が前記第
１設定時間よりも短いか否かを判断する判断部、および
　前記判断部によって前記第２設定時間が前記第１設定時間よりも短いと判断されたと
き、前記第２設定時間を前記特定時間として設定する設定部を備える、携帯電話機。
【請求項２】
　消費電力を抑える省電力モードが設定でき、特定状態で特定時間が経過すると省電力状
態に遷移し、前記省電力モードにおいて、前記省電力状態に遷移させるための時間を第１
設定時間として記憶する、携帯電話機のプロセッサを、
　任意に設定された時間を、前記省電力状態に遷移させるための第２設定時間として記憶
する記憶部、
　前記省電力モードが設定され、さらに前記特定状態のとき、前記第２設定時間が前記第
１設定時間よりも短いか否かを判断する判断部、および
　前記判断部によって前記第２設定時間が前記第１設定時間よりも短いと判断されたと
き、前記第２設定時間を前記特定時間として設定する設定部として機能させる、省電力制
御プログラム。
【請求項３】
　消費電力を抑える省電力モードが設定でき、特定状態で特定時間が経過すると省電力状
態に遷移し、前記省電力モードにおいて、前記省電力状態に遷移させるための時間を第１
設定時間として記憶する、携帯電話機の省電力制御方法であって、
　任意に設定された時間を、前記省電力状態に遷移させるための第２設定時間として記憶
し、
　前記省電力モードが設定され、さらに前記特定状態のとき、前記第２設定時間が前記第
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１設定時間よりも短いか否かを判断し、そして
　前記第２設定時間が前記第１設定時間よりも短いと判断されたとき、前記第２設定時間
を前記特定時間として設定する、省電力制御方法。


	header
	written-amendment

